
科目名

担当教員

対象学生

曜日・時間

授業形態

科目の概要

授業方法・学習上注意

成績評価の方法と基準

使用テキスト

教材・参考文献・図書等

コマ数
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授業の到達目標
・公務員試験に出題される文章理解の範囲のうち、現代文の範囲で70％の正答率と
英語の範囲で50％の正答率が達成できるようになる。
・1年間の学習で英検準２級を取得する。

・授業は基本的に英文法中心で進めていく。現代文に関しては、演習を重視するた
め、課題中心に進められる。そのため、自ら積極的に課題に取り組む姿勢が必要とな
る。

考査点50％、授業態度15％、課題等の提出点15％、確認テスト20％

　　　　　　時制②　　　　　　　　（完了形）

英語　　　品詞　　　　　　 　　　（４つの品詞とその役割）

　　　　　　動詞①　　　　　　　　（be動詞と一般動詞の違い）

文章理解Ⅰ

西脇夏耶

公務員専攻科１年

108コマ　97.2時間

講義またはグループ学習の授業

・公務員試験で出題される文章理解の範囲のうち、問題を解くために必要な基礎とな
る重要事項を学習する。
・上記で学んだ重要事項を使って、実際の試験問題が解けるようになる。
・英検準２級程度の英語力を身につける

　　　　　　不定詞③　　　 　　　（不定詞の副詞的用法と原型不定詞）

　　　　　　動名詞　　　　　　　　（いろいろな動名詞）

　　　　　　分詞①　　　　　　　　（分詞の役割）

　　　　　　分詞②　　　　　　　　（補語になる分詞と重要表現）

　　　　　　疑問詞　　　　　　　　（疑問詞を使った疑問文）

　　　　　　文型①　　　　　　　　（第１文型・第２文型・第３文型）

　　　　　　文型②　　　　　　　　（第４文型・第５文型）

　　　　　　時制①　　　　　　　　（現在・過去・未来と進行形）

公務員科

授業概要

授業計画（内容）

　　　　　　助動詞①　　　　 　　（各助動詞とその役割）

　　　　　　助動詞②　　 　　　　（いろいろな助動詞と重要表現）

　　　　　　受動態　　　　　　　　（各文型の受動態）

　　　　　　その他の文　　　　　（命令文と感嘆文）

　　　　　　不定詞①　　　 　　　（不定詞の名詞的用法）

　　　　　　不定詞②　　　 　　　（不定詞の形容詞的用法）

・TAC公務員試験・地方初級・国家一般職（高卒者）社会科学テキストおよび問題集
・教員の準備する講義資料

公務員試験の過去問

　　　　　　分詞構文①　　　　　（分詞構文の役割）

　　　　　　動詞②　　　　　　　　（動詞を使った否定文・疑問文）
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　　　　　　仮定法②　　　　 　　（仮定法の慣用表現）

　　　問題演習　　問題集を使った実践演習（現代文・古文・英文）

授業時数

　　　　　　比較②　　　　　  　　（最上級を使った文と慣用表現）

合計　　　

　　　　　　分詞構文②　　　　　（いろいろな分詞構文）

　　　　　　関係代名詞①　 　　（主格・所有格・目的格）

　　　　　　関係副詞　　　　　 　（関係副詞を使った文）

　　　　　　仮定法①　　　　 　　（仮定法を使った文）

　　　　　　比較①　　　　　  　　（比較級を使った文）

　　　　　　関係代名詞②　 　　（前置詞＋関係代名詞）


